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  幼児・児童における造形表現の発達についての一考察 
      積み木の役割と表現力を引き出す環境設定 １ 
A Study on the Development of Formative Expressions in Children： 
An Environment that Brings Out the Role and Expressiveness of Blocks. 
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１ はじめに・研究の目的 






























「乳児」とは児童福祉法第 4条第 1項で「生後 1年未満の者」と定義されており生後すぐから満 1歳
になるまでの子供である。 
「幼児」とは児童福祉法第 4 条第 1 項で「満 1 歳以上で就学前の者」と定義されており,満 1 歳から
小学校就学までの子供のことである。 
「児童」とは児童福祉法第 4条第 1項で「満 18歳に達する者」と定義されているが, 学校教育法で
は小学校の課程,特別支援学校の小学部の課程に在籍して,初等教育を受けている者をいう。おおむ
ね 6歳から 12歳まである（同法 17条 1項及び 18条） 
よって本研究では、幼児の定義を 1歳から 5歳までとし,児童の定義を 6歳から 12 歳までとする。 







































（１）積木遊びの多様な教育的価値              











  ① 乳幼児の様々な発達の要求に応えられる 
  ② 一人ひとりの興味・関心に応えられる 
  ③ 一人あそびからクラス全員の遊びまで応えられる 
  ④ 様々な種類の遊びを展開できる 
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  ⑤ 遊びを中断,継続できる 
  ⑥ 様々な保育形態に対応できる 
  ⑦ 遊びの経過が見える 
⑧ 高い収納力で,空間を有効に使える 



























る状況下で 3時間の調査を行った。）上記の調査対象は 2歳から 5歳の幼児とした。 
 
〇着色ありの積み木展（写真 1.2.3） 
開催場所 グランフロント大阪北館 1F  イベント名<梅花女子大学 1Dayキャンパス> 




           
写真１:着色ありの積み木               写真 2：着色ありの積み木    写真３：着色ありの積み木 
 
〇着色なしの積み木展（写真 4.5） 
開催場所 茨木市クリエイトセンター内多目的ホール  
イベント名＜光の回廊内ワクワクキッズルーム＞2016年 11月 26日 13時～17時 




写真 4；着色なしの積み木         写真 5 ；着色なしの積み木 
 























ク①会場） イベント名＜茨木市光の回廊内ワクワクキッズルーム＞2017年 12月 2日 13時～17時 
前回と同様に子ども向けイベント内での開催。（昨年度の開催が好評につき規模を拡大しホール内全体
での開催となった。） 参加人数 100名以上,幼児の参加 50名程度,事前の制作に参加した児童は前回の
ワークショップに参加してくれた 6名が参加し調査対象とした。 




















調べてみると,血圧が 120 から 100 に下がり 17％も色によって血圧が下がっていたことがわかった。血
圧が下がったことによって,子供達はいつもより落ち着きがでて,話を良く聞くようになった」8 など































                     
 
写真 9：[原色の積み木達] 23種類の木         写真 10：[原色の積み木達] 23種類の木 






 ＜素材/原産国＞  
〇黒壇/東南アジア 〇紫壇/東南アジア 〇チーク/東南アジア    〇さくら/日本 
〇桂/日本    〇ブナ/日本    〇パッドク/アフリカ  〇オリーブウッド/欧州 
〇カリマンタンエボニー/アフリカ 〇ハンドメープル/米 〇サントスローズウッド/東南アジア 
 〇花梨/東南アジア 〇アサメラ/アフリカ 〇アマレロ/中南米 〇ウエンジ/アフリカ 
 〇パロサント/南米 〇パープルハート/南米 〇ペロバローサ/米 〇チューリップウッド/中南米 
 〇ホウ/日本    〇神代/日本   〇イチイ/日本   〇樫/日本 
 
＜この積み木の特長＞  主に 3つの要素を兼ね備えており。                            














〇自然の色がこんなに種類あることに驚いた。         ○もっと違う積木を見たい。 
〇こんな色（紫,赤.黄色）を初めてみた。           ○なつかしい。 
〇匂い,硬さが一つ一つ違うなどの驚きの声。          ○自分でも作ってみたい。 
〇遊んでいると癒される。                  ○別の生き物に思える。 
〇自分の家に持って帰りきたい。               ○かわいい。 
〇子ども・孫にプレゼントしたい。という意見が多く聞かれた。 ○美味しそう。 
〇世界に一つだけの積み木として絶賛の声を頂いた。      ○手触りがいい。  
〇他の形△〇もあっていいのでは？ 
                                                
写真 12：（ケミカル素材の着色あり）  (自然素材の着色なし) 
写真 11：創作玩具国際コンペティション出品の積み木                      
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のモノ創りへの期待とも言える。したがって今回の VR 機能を持った積み木遊びは, 企業や社会が求め
る最適な形となった結果であったが,本研究の対象者である幼児にはアプリの操作が難しくまた,スマ
ートフォンが必要なため幼児の遊びには不向きである結果が見られた。よって,難しいアプリの操作が






       
写真 17：バーチャルランド設置             写真：18バーチャルランド設置 
 写真 16：小型カメラの木箱 
マジカル未来 2014展の展示における問題点を踏まえて,新たに幼児・児童でも楽しめる VR機能を持っ
た積木制作を実施した。(写真 1６.17) 実施に先立ち,今回の制作では,梅花女子大学 文化表現学部 情
報メディア学科 教授の香山喜彦先生と香山ゼミの学生に執筆者を加えた三者での共同制作となった。 
 子ども向け VR 機能を持った積み木制作では,前回の制作で問題となったスマートフォンの使用をなく
し,変わりに積木の周りに大型のスクリーンを設置し,プロジェクターとカメラにより,積木であそぶ姿
をリアルタイムで投影する(写真 17)ことで, スマートフォンやヘッドセット・VR ゴーグルを使わず VR
機能を鑑賞することが可能となった。加えて, VR再生機能のアプリをダウンロードする作業や難しい操
作もなくし,システムに繋がった小型カメラを木箱の中に入れ(写真 16)遠隔で操作する仕組みを導入し
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